
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和５年、駅前での市民病院 
開院のイメージ図です。 
駅南口からの眺望です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市政・市議会への 
ご意見・ご要望を 
お寄せください 

野並享子  北野 1-7-10     （電話・ＦＡＸ） 587-0985 

東郷正明  比江８６４       （電話・ＦＡＸ） 589-4158 

工藤義明  小篠原８７９     （電話・ＦＡＸ） 588-1856 

 

 

８
月
２６
日
か
ら
９
月
２３
日
ま
で
、
定
例
市
議
会
が
開

催
さ
れ
、
令
和
元
年
度
決
算
や
令
和
二
年
度
補
正
予
算
、

条
例
な
ど
３１
議
案
が
提
案
さ
れ
、
日
本
共
産
党
は
国
保
特

別
会
計
の
決
算
認
定
な
ど
３
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
共
産
党
市
議
団
が
紹
介
議
員
に
な
り
提
出
し
た

「
所
得
税
法
５６
条
廃
止
の
請
願
」
が
採
択
さ
れ
、
国
に
意

見
書
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

  

所
得
税
法
56
条
の
廃
止
を
求
め
る
請
願 

 
 

 
 

賛
成
多
数
で
採
択
、
意
見
書
も
可
決 

草
津
甲
賀
民
主
商
工
会
婦
人
部
が
、
野
洲
市
議
会
に
提
出
し
た
「
所
得
税

法
５６
条
の
廃
止
を
求
め
る
請
願
」（
紹
介
議
員
は
共
産
党
市
議
団
）
が
９
月

２３
日
、
９
対
８
で
採
択
さ
れ
、
同
日
意
見
書
も
可
決
さ
れ
、
国
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。 

意
見
書
で
は
「
所
得
税
法
５６
条
は
、
対
価
の
支
払
い
は
必
要
経
費
に
算

入
し
な
い
と
な
っ
て
お
り
、
家
族
従
業
者
の
働
き
分
は
配
偶
者
８６
万
円
、

家
族
は
５０
万
円
が
控
除
さ
れ
る
だ
け
で
す
。
世
界
の
主
要
国
で
は
、
家
族

従
業
者
の
働
き
分
を
必
要
経
費
と
し
て
認
め
て
い
ま
す
。
国
連
女
性
差
別

撤
廃
委
員
会
も
日
本
政
府
に
見
直
し
の
勧
告
を
し
、「
５６
条
の
廃
止
を
求
め

る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
婦
人
部
を
は
じ
め
と
す
る
皆
さ
ん
が
、
委
員
会
や

本
会
議
へ
の
傍
聴
、
議
員
へ
の
要
望
な
ど
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
、
賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

 

市民を守る「ＰＣＲ検査」と 
「子供たちを守る」意見書（案）否決される。 

★ＰＣＲ検査の拡充を求める意見書 
  小まめな手洗い、マスクの着用、三密を避けお互いが感染防止対策

を行うのは勿論だが、ＰＣＲ等検査を大規模に行う積極的検査戦略が

必要。国は十分な財源を確保し、自治体や医療機関に財政的支援を求

める。 

★少人数学級を求める意見書 
  現在の３５人学級では感染予防の身体的距離を確保するのは困難

な状況にある。感染防止と学びを保障するため、国の責任で、少人数

編成を可能とする教員の確保などに財政措置を求める。 

 

令和元年度、国保・後期高齢・介護保険特別会計決算 

問題点を指摘し反対しました。 

★国民健康保険特別会計決算の認定 
 滞納繰越分の収入未済額が約 2 億１千万円。高くて払いきれないなか、市からの繰り入

れや、基金の活用で国保税の引き下げと、収入減に対する減額・免除の拡充をすべき。 

★後期高齢者医療特別会計決算の認定 
 後期高齢者の保険制度は、75歳以上の制度となっており、高齢者が増えれば医療費がそ

のまま保険料に跳ね返る仕組み。国のお金の使い方を変え高齢者に寄り添える制度に。 

★介護保険事業特別会計決算の認定 
 厚労省は２０１９年１２月に第８期介護保険制度改定に向け、高額介護サービス費と施

設入所の食費・居住費の負担増を打ち出し、国会審議にも付さず２１年度からの施行を行

うことが出されている。滞納や不能欠損も増えており、根本的に制度の見直しが必要。 
 

 

 

工
藤
義
明
議
員
が
一
般
質
問

で
次
の
よ
う
に
主
張
し
ま
し

た
。 国

難
と
も
言
わ
れ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
乗
り
越

え
る
た
め
、
利
益
優
先
で
は
な

く
命
と
健
康
を
最
優
先
に
対
応

で
き
る
、
公
的
医
療
機
関
の
果

た
す
役
割
が
重
視
さ
れ
て
い
ま

す
。 駅

前
で
の
新
市
民
病
院
建
設

を
望
む
多
く
の
市
民
や
諸
団
体

の
運
動
と
、
議
会
で
の
議
決
を

経
て
、
令
和
５
年
の
開
院
へ
と

実
を
結
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
こ
ま
で
約
１０
年
紆
余
曲
折

を
得
な
が
ら
も
、
多
く
の
市
民

の
切
実
な
願
い
で
あ
る
野
洲
市

に
入
院
が
で
き
る
公
的
医
療
機

関
建
設
に
対
し
て
、
未
だ
一
部
に

は
現
場
所
で
の
建
替
え
論
の
意

見
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す

で
に
専
門
家
か
ら
否
定
さ
れ
、
駅

前
だ
か
ら
建
設
・
運
営
が
可
能
と

の
結
論
も
出
て
、
国
か
ら
の
交
付

金
も
得
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の

計
画
が
ゆ
る
ぎ
な
く
進
め
ら
れ

る
こ
と
を
再
確
認
致
し
ま
し
た
。 

 

アルプラ前での死亡事故。一般

質問で信号機の設置と、横断歩

道の位置変更を求めました。 

２面の工藤市議の質問参照を。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な議案・意見書の態度    〇は賛成、●は反対、 
８月議会では市長が３１議案提案され、そのうち共産党市議団は令和元年度決算の認

定（国保、後期高齢者、介護保険特別会計）に反対しました。議員発議が出され、傍聴
者のスマホ使用禁止に反対しました。共産党が紹介議員になった請願は採択されまし
た。提案した意見書３本のうち１本は可決、２本は否決されました。 

工

藤

義

明 

東

郷

正

明 

野

並

享

子 

矢

野

隆

行 

津

村

俊

二 

岩
井
智
恵
子 

橋 

俊

明 

坂

口

重

良 

山

崎

敦

志 

東

郷

克

己 

立

入
三

千

男 

荒

川

泰

宏 

北
村
五
十
鈴 

鈴

木

市

朗 

山

本 

剛 

稲

垣

誠

亮 

田

中

陽
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長
谷
川
崇
朗 

件    名 提案者 賛成討論 反対討論  共 産党 公 明党 新 誠会 自 民 創 政 会 みらい野洲 保守協 商 

令和元年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について 市 長 東郷克己 北村五十鈴 可 ○ ○ ○ ○ ○ 

議 
 

 
 

長 

○ ○ 〇 ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ 

令和元年度野洲市国民健康保険特別会計決算の認定について 市 長 なし 東郷正明 可 ● ● ● ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

令和元年度後期高齢者医療特別会計決算の認定について 市 長 なし 東郷正明 可 ● ● ● ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

令和元年度介護保険事業特別会計決算の認定について 市 長 なし 野並享子 可 ● ● ● ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

発議第２号 野洲市議会傍聴規則の一部を改正する規則 
（傍聴でのスマホ使用禁止） 議員６人 山崎敦志 

工藤義明 

稲垣誠亮 
可 ● ● ● ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● 

請願１号 所得税法第５６条廃止を求めることについて 
（草津甲賀民商婦人部提出） 

紹介議員

共産党 東郷正明 なし 採択 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

所得税法第５６条廃止を求める意見書 共産党 なし なし 可 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査の拡充を求める意見書 共産党 東郷正明 東郷克己 否 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ○ ○ ● ● 〇 

少人数学級を求める意見書 共産党 工藤義明 矢野隆行 否 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ 

 

新
市
民
病
院
建
設
へ
の
決
意
を 

問 

市
民
の
切
実
な
願
い
の
新
市
民

病
院
建
設
へ
新
た
な
決
意
を
問
う
。 

答 

皆
さ
ん
と
共
に
一
番
基
本
的
な

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
医
療
を
き
ち
っ
と

確
保
し
て
い
く
。 

問 

現
在
の
場
所
で
運
営
し
な
が
ら

の
建
替
え
で
金
額
は
半
額
で
可
能
と

か
平
面
駐
車
場
も
広
く
で
き
る
。
又
、

郊
外
で
の
建
設
主
張
の
声
も
あ
る
。 

答 

整
備
可
能
性
検
討
委
員
会
で
、

専
門
家
が
現
場
所
で
の
建
替
え
は
無

理
と
判
断
さ
れ
た
。
建
替
え
に
は
３

年
程
か
か
り
、
手
術
も
で
き
ず
集
中

治
療
も
で
き
ず
、
病
院
機
能
が
止
ま

る
。 ア

ル
プ
ラ
前
の
交
通
安
全
対
策
を 

問 

去
る
７
月
１９
日
ア
ル
プ
ラ
前
三

差
路
で
交
通
事
故
発
生
。
バ
イ
ク
同

乗
者
の
高
校
生
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
過
去
か
ら
危
険
な
三
差
路
で
あ

り
、
信
号
機
設
置
を
早
急
に
行
う
べ

き
。 

 

右
折
溜
ま
り
の
車
で
横
断
者
が
見

え
ず
、
横
断
歩
道
の
位
置
変
更
を
。 

答 

信
号
機
設
置
基
準
か
ら
当
該
交

差
点
で
の
設
置
は
困
難
と
説
明
を
受

け
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
死
亡
事

件
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
今
後

も
引
き
続
き
早
期
の
設
置
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
く
。
横
断
歩
道
の
位
置

変
更
に
つ
い
て
も
提
案
し
て
い
く
。 

 

都
市
計
画
税
の
課
税
見
送
り 

令
和
３
年
４
月
か
ら
の
都
市
計
画
是

は
、
現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
生
活
は
大

変
で
あ
り
、
市
民
を
守
る
基
本
市
政
か

ら
、
実
施
時
期
は
見
送
る 

 

問 

特
養
施
設
の
増
設
は
す
み
れ
苑

で
１
０
０
床
増
や
す
な
ど
で
、
待
機

解
消
さ
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
高
齢

化
の
進
む
も
と
で
、
待
機
待
ち
と
い

う
状
況
か
ら
脱
し
て
い
な
い
。
地
域

高
齢
化
率
は
兵
主
学
区
が
３
２
．

１
％
で
要
介
護
認
定
も
３
２
・
６
％

で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
が
さ
ら
に
必
要
で
は

な
い
か
。 

答 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機

者
は
２
５
０
名
と
見
込
ん
で
い
る
。

今
後
、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
考
慮
し
な
が
ら
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
増
床
の
必
要
性
を
適
時
、

総
合
的
に
考
え
て
い
き
た
い 

要
介
護
１
・
２
が
保
険
か
ら
除
外 

問 

要
介
護
１
・
２
の
生
活
援
助
サ

ー
ビ
ス
を
介
護
保
険
給
付
か
ら
除
外

し
よ
う
と
し
て
い
る
事
や
、
利
用
料

の
原
則
２
割
負
担
の
改
定
案
の
検
討

が
さ
れ
て
い
る
。
要
介
護
と
認
定
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
給
付
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
、
負
担
増
で
給
付

サ
ー
ビ
ス
を
諦
め
る
人
が
出
る
の
で

は
な
い
か
。 

答 

介
護
保
険
制
度
が
サ
ー
ビ
ス
の

受
益
者
で
あ
る
高
齢
者
な
ど
の
生
活

を
考
慮
し
、
持
続
可
能
な
財
政
負
担

構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
重
要

で
あ
る
。
国
の
見
直
し
の
議
論
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。 

    

国
保
税
の
減
免
を
対
象
者
す
べ
て
に 

問 

国
保
加
入
者
の
う
ち
、
商
工
業

者
は
何
世
帯
か
。
減
免
申
請
さ
れ
た

方
は
何
人
か
。 

答 

９
０
６
世
帯
が
加
入
。
減
免
申

請
し
た
の
は
８２
件
、
決
定
は
６５
件
。 

問 

政
府
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
国

保
税
の
減
免
の
施
策
を
創
設
し
、
前

年
に
比
べ
３
割
収
入
が
減
っ
た
方
に

対
し
て
、
３
０
０
万
円
以
下
の
方
な

ら
１
０
０
％
減
免
さ
れ
る
。
相
談
に

来
た
人
だ
け
の
対
応
で
な
く
、
９
０

６
世
帯
の
対
象
者
す
べ
て
に
知
ら
せ

る
べ
き
。 

答 

１０
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
す

る
。（
広
報
や
す
の
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

滞
納
者
に
対
す
る
督
促
状
に
も
納
税

相
談
の
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
。 

平
和
首
長
会
議
に
参
加
を 

問 

今
年
は
被
ば
く
７５
周
年
。
平
和

首
長
会
議
に
未
加
盟
な
の
は
、
全
国

で
９
市
町
村
だ
け
。
市
長
は
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准
を
す
べ
き
と
、
明

言
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
平
和
首
長

会
議
に
参
加
さ
れ
な
い
の
か
。 

答 

加
盟
し
て
い
て
も
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
批
准
を
求
め
て
い
な
い
市

町
も
あ
る
。
平
和
事
業
は
色
々
行
っ

て
い
る
。
放
射
線
の
副
読
本
の
回
収

を
お
こ
な
っ
た
。
運
動
団
体
に
６
０

０
０
円
の
税
金
を
使
う
こ
と
に
抵
抗

が
あ
る
。 

総務常任委員会
副委員長。野洲市
民病院整備特別
委員会副委員長。 
 

環境経済建設常
任委員会副委員
長。議会だより編
集委員。 
 

副議長。 
文教福祉常任委
員会委員。都市計
画審議会委員。 
 



 


